１　分野・学年　　技術分野・第2学年

２　内　容　　　　B　エネルギー変換に関する技術
３　題　材　　　　回路計（テスタ）の使い方（直流電圧・交流電圧の測定）
４　本時の目標

（1） 回路計（テスタ）の基本的な使い方が理解できる。（知識・理解）

（2） 計測物を考えた測定の仕方ができる。（技能）

５　指導過程

	過程
	学習内容及び学習活動
	指導上の留意点
	資料・準備

	みつける
	１　電流計・電圧計を見て、先生の質問に答える。その後、テスタについて説明を聞く。

	・　電流計・電圧計については、理科で扱っているため、軽く触れるようにし、興味を抱かせる。


	電流計・電圧計

	広げる

・

つなげる


	２　本時の学習目標を知る。


３　テスタの用途について説明を聞き、プリントにまとめる。
４　テスタと電池の入った袋を班長が取りに行き、班内に配布する。
５　直流電圧の測定について説明を聞く。指示の後、グループで協力し合い測定を行う。
６　交流電圧の測定について説明を聞く。指示の後、グループで協力し合い測定を行う。
７　グループで協力して片づけを行う。
	・　本時学習の目標を確認させ、学習の見通しを立てさせる。
・　教科書を確認させた後、記入をさせる。
・　中身を確認させ、実習の準備をさせる。その際、赤・黒のテスタリードを端子にはめ、準備をさせる。

○　説明が終わるまでは、プリントへの記入のみで、しっかり前を向いて聞かせ、説明後一斉に計測させる。一人一回は計測できるようにし、グループ内でサポートして行えるようにする。　
・　レンジの切り替えを行い、測定ミスがないようにする。ここでは、特に測定レンジを間違うとテスタ内の電流ヒューズがとんでしまうため、防止策として机間指導しながら確認する。
・　感電・短絡（ショート）に注意することを伝える。
○　机上の整理においては、協力し合いながら行わせる。

　　　　　　　
	回路計（ﾃｽﾀ）

学習ﾌﾟﾘﾝﾄ

教科書

テスタ

電池セット

学習ﾌﾟﾘﾝﾄ

学習ﾌﾟﾘﾝﾄ



	ま

と

め

る

・

生かす
	８　次時の連絡を聞く。
	・　次時の連絡を前を向いてしっかり聞かせる。
	


　☆　指導上の留意点で、○のついている部分は生徒指導の三機能を生かしている場面を表す。
６　評価

（１）計測の手順をしっかり理解し、測定することができたか。（知識・理解）

（２）テスタのレンジを適切に使い、指針を読むことができたか。（技能）
回路計（テスタ）を使って、適切に測定しよう

















